
メンバーの皆さん こんにちは。  
『ろくな者じゃの会』です。 
  
年が明け半月を越えてしまいました。 
改めまして、おめでとうございます。 
今年もよろしくお願いいたします。 
  
今年は寒い冬ですね。 
ここ２～３日も自転車で走っていると、手袋をしていても指先が痛いです。 
野宿されている方は厳しいでしょうね。 
皆様も体調にはくれぐれもお気をつけください。 
  
寒さはこれからが本番になります。 
しかもホームレスが増加傾向にあり、寝袋を必要とされる方がいます。 
人海戦術です。たくさんの方の参加ご協力をお願いします。 
この冬、延べ８５人で２４４個を手渡してきました。 
配布活動を始めて１０年になり、合計５０８４個です。 
とうとう５０００個を越えてしまいました。 
早く寝袋を配らなくてもいい状態になるよう新年に思いました。 
  
さて、お知らせです。たくさんの皆様のご参加お待ちしています。 
  
******************************************************************************** 
  
●「寝袋配り」の日程 
  
  ★ １月２１日(水) 午後７時３０分 ＧＵ企画集合  
  ★ １月２８日(水) 午後７時３０分 ＧＵ企画集合 
  ★ ２月 ４日(水) 午後７時３０分 ＧＵ企画集合  
  ★ ２月１０日(火) 午後７時３０分 ＧＵ企画集合 
  ★ ２月１８日(水) 午後７時３０分 ＧＵ企画集合 
  ★ ２月２５日(水) 午後７時３０分 ＧＵ企画集合 
  
 ８時以降に来られる方も歓迎。ご連絡ください。 
  
********************************************************************************  



  
●「琵琶湖一周総集編」１２０円で行く車窓の旅 
  
 約２年を費やし、大阪から歩いて琵琶湖を一周して箕面の桜井まで帰ってきました。 
 今回は、総集編と称してＪＲ切符１区１２０円で電車を利用して琵琶湖を一周します。 
 違法乗車ではありません。同一路線やクロス路線をはずし大回りで、構内から出なけれ 
 ば合法ＯＫです。車窓を楽しみながら持ち込み宴会です。駅弁を買ってもいいですね。 
 参加者はそれぞれＪＲの乗車駅で、１２０円の切符だけ買って乗車してください。 
  
 ★日時：２月８日（日）雨天決行  
 ★集合：JR「大阪」発 09:15 ⇒「鶴橋」着 17:14  
     JR東海道本線新快速・敦賀行９時１５分発。 
     直接ホーム最後尾に集合、上記車両に乗車のこと。 
  
 ★コース：JR大阪⇒山科⇒近江塩津⇒余呉（無人駅で下車１時間の休憩）⇒米原（立ち  
      食いそばと駅弁購入可能）⇒草津（下車１時間の休息、構内売店・コンビニ   
      あり）⇒柘植⇒加茂⇒奈良⇒天王寺⇒鶴橋（打ち上げ） 
      
 ★持ち物：飲み物、弁当、その他 
  
 参加者はご連絡ください。当日飛び込み参加もＯＫです。 
  
■西国街道道中記 
  
１月１０日（土）風が強い雪空、寒い日。Ｋ池さん、Ｋ富さん、Ａ久さん、Ｎ口さん、Ｍ岡兄さん、私と

６人のさびしい出発。今日は花も枯れ花もないむさ苦しい野郎軍団。 
高槻駅をあとに、西部高槻を左へ街道に入る。西にまっすぐ車道を渡り六差路を南西に。 
商店街との合流点からすぐ南に「芥川一里塚」がある。一里塚は豊臣秀吉が街道の距離の目印とするため

に、一里（約 4km）毎に作らせたのが始まりとされ、江戸時代に整備され一般的になったようである。 
芥川宿の発祥は 12 世紀頃からといわれており、17 世紀初めには徳川幕府により宿場町としての体裁を備
え、参勤交代のための本陣、旅籠などが置かれたようである。19世紀前半（天保年間）には旅籠が 33軒、
家数も 253軒あったという。 
 
街道を西に進む。 
芥川橋の手前の酒屋に、「自然流天引(じねんりゅうあまびき)」なる看板。 
これは呑まずばなるまいと、一合売りの立ち呑みが可能かと聞くも、ダメとのこと。 
ビン詰めか量り売りとのこと。 
ステンのタンクから試飲を注いでもらう。「旨い！酵母が生きている」 
Ｍ岡さんペットボトルの水を捨てて、三合ほど買い求める。 
Ｋ池さん川沿いで呑もうと云うも、Ｍ岡さんとっとと歩いて行く。 
  
今城塚古墳は、フェンスでは入れない。 
前方後円墳で 6世紀前半築造とされる。全長約 350m、墳丘の長さ約 190m、前方部の幅 148m、高さ 12m、
後円部の径約 100mとされている。これが継体天皇陵であろうと学界の定説である。 



今城塚古墳の呼び名は、この古墳が戦国時代に砦として使われたことに由来しているという。 
古墳を過ぎ橋を渡ったところに公園があった。 
さぁ、ここで呑もうと取り出すと、炭酸を含んだ酒が揺られてペットボトルがパンパンに膨らんでいる。

みんなが注目する中、溢れないようにそぉっと開けるＭ岡さん。 
雪のちらつきそうな寒空の下、野郎６人公園のベンチを囲んで酒を分け合いすする図。 
絵になりまへんな。 
お腹の中がホンノリほかほかと。 
  
前回に比べ街道らしいコースを行く。 
継体天皇陵がある。正式には太田茶臼山古墳。前方後円墳、全長 226m、前方部の幅は 147mで長さ 117m、
高さは約 20m、後円部の径 138m、高さは約 19mとされている。造営された時期は、5世紀前半から中頃
にかけての古墳時代中期と考えられている 
この古墳は 5 世紀前半から中頃にかけて造られたと考えられているが、継体天皇は日本書紀によれば西暦
531年（6世紀）に没しているとされているので、両者の間には 100年近くのズレがあることになる。 
2002年 10月からの発掘調査の結果で 5世紀中頃に造られた埴輪が、埋葬された当時の状態で墳丘本体上
に確認されたという。このことは、この古墳の被葬者は継体天皇でないことを裏付ける有力な証拠になる

とされる。 
  
雲見坂を通り街道は西へ。 
名神高速のガードをくぐり西に街道が続く。 
少し早いが昼食を摂ることに、よさげな店はないかと中河原の交差点まで来る。 
Ｔ宮画伯から電話。摂津富田まで来ているとのこと合流を図る。 
道沿いのレストラン風の寿司屋に入り、Ｔ宮画伯が前を通るのを待つも現れず。 
公衆電話からなので捉まらない。 
ビールと定食でさっさと済まし歩くことに。 
  
椿の本陣の手前、Ｔ宮画伯が待っていてくれ無事合流。７人の侍？となる。 
正式名は「摂津郡山本陣」であるが、通称名の「椿の本陣」と呼ばれるようになったのは、「御成門」をく

ぐった直ぐ左側に大きな椿の木があるからだそうだ。この本陣ができたのは寛永 12 年(1635 年)であり、
明治はじめの廃藩まで約 240年余続いていたとされている。 
現在は個人の所有物で、年一回の公開か予約をしてからでないと見学できない。 
  
本陣をあとに街道は旧村のなかを進む。 
昔の面影が残る道と家並みにイメージを膨らませながら楽しむ。 
モノレールの「豊川」駅を過ぎ、街道は西にくねくねと。 
お地蔵さんや道端の小さな石仏の多いコースだ。 
鳥居に勝尾寺額がかかっている？？。何故か寺なのに鳥居が。そう云えば四天王寺にも鳥居がある。 
仏教が渡来してから、僧侶達が布教のため「神道」に接近して鳥居を建てた。いわゆる神仏混合。 
その後、本地垂迹説がでてきて日本には大きな宗教争いは無かった。が、明治の「神仏分離令」廃仏棄却

によって、日本国中蜂の巣を突いた大騒ぎになった。 
そのように考えると、かなり古い形を残しているのかな。 
  
しばらく進むと街道はＲ171と合流並走する。 
萱野の交差点から街道に戻り南西に。 
お屋敷の塀越しに梅が咲いている。と、写真に撮ったが家に帰って、奥さんに見てもらうと早咲きの桜だ

そうで、いやはや花音痴でした。 
忠臣蔵の萱野三平旧邸を見学。討ち入り前に忠孝のはざまで自刃した赤穂浪士として有名。 
また、街道はＲ171に。 
牧落の交差点を渡り、阪急桜井の駅に 3時 10分到着。 
野郎軍団のせいか何時もよりハイピッチ。 
梅田に 3時 45分着。 
Ｔ宮画伯の案内で、いざ、居酒屋へ。 
賑やかな？性軍が居ないせいか、きわめておとなしく紳士的に呑む軍団であった。 
5時 30分にお開き。 
Ａ久さんいつの間にか居なくなっている。 
別れの挨拶が嫌いなのかな？。 



家にたどり着いたのは、6時 20分ごろ極めて健康的な早帰り。 
万歩計は、３４，８７７歩でした。 
  
********************************************************************************  
  
●「旧暦大みそか 水餃子と火鍋大会」 
  
 恒例の「関西生命線」主催の在日中国人・留学生支援・交流の大会です。 
 この鍋のタレは、抜群に美味しいです。ぜひご賞味ください。 
  
 ★日時：１月２５日（日）雨天決行 PM.6:00～9:00 
  
 ★場所：旧大和川小学校体育館 
 ★集合：午後 5時 45分 地下鉄谷町線「長原」駅②番出口 
  
 ★内容：第一部 水餃子・火鍋（中華風寄せ鍋） 
     第二部 歌、踊り、二胡演奏 
     第三部 ディスコ、社交ダンス 
  
 ★参加費：１５００円 
  
 私は私事(引越し)のため欠席。Ｈ元女史ことお邦姐さま御引率。参加連絡必要。 
      
******************************************************************************** 
  
ではでは、皆さんにお目にかかれるのを楽しみにしています。 
近況メールも楽しみにお待ちしております。 
  
  『ろくな者じゃの会』代表世話人 北出裕士 拝 


